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はじめに 
 
河西： お時間になりましたので、長谷川寛示さんの個展『My Sútra』のクロージングトークイベント「禅思

想とパンクロックと現代アートの必然 」を始めさせていただきます。本日は、京都の国際日本文化
研究センターから教授の山田奨治先生にお越しいただきました。どうぞよろしくお願いします。長

谷川寛示さんは在学中から永平寺で修行をされたご経歴をお持ちです。 
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長谷川：大学院を卒業する少し前に、永平寺に行って１年修行をしてきました。 
 
河西： 出家して僧侶になられて、今は僧侶と現代美術アーティストを並行して活動されている作家です。

山田先生は、国際日本文化研究センターの教授として文化交流史が専門という理解でよろしいで

しょうか。 
 
山田： 文化交流史の他に、著作権と文化の関係なども扱っております。最近のダウンロード違法化などに

ついても、色々と発言をしています。 
 
河西： 山田先生は「美術手帖」という雑誌で禅特集を監修されている他、「鈴木大拙と東京ブギウギ」と

いう本を書かれているのですが、それが非常に面白いです。禅がアメリカで流行った理由などを詳

しくまとめられている一冊です。 
 
山田： 本当は今回のイベントで販売をしたかったのですが、版元にもう１冊しかないと言われてしまいま

した。大手書店だとまだ店頭在庫が残っていると思いますが、今はあまり手に入らなくなっていま

す。 
 
河西： 長谷川さんは、永平寺の修行中に初めて山田先生の本を知ったそうですね。 
 
長谷川：そうです。基本的に山の中で修行をしているのでほとんど情報が入ってこないのですが、たまに花

を包むためなどで福井県の地方新聞が使われる事があり、その唯一の情報源の新聞が目の触れる場

所に置かれていることがありました。その新聞の投書コラム欄で山田先生の書籍が紹介されていて

知りました。 
 
山田： 花を包む為の新聞で知っていただけるとは。（笑） 
 
長谷川：そのコラムを切り抜いて持っていました。それからしばらくして、永平寺に週に一度本屋さんが来

るようになりまして、そこでは仏教関連の本を購入できるのですが、その本屋さんに依頼して山田

先生の本を用意してもらいました。永平寺の山内で同安居の人たちと回して読みました。 1

 
山田： いったいどういう巡り合わせなのでしょうね。以前にメールで挨拶をさせてもらった時に永平寺の

山内で読んでいましたと書かれていたので、今お話を聞いてそんな恐れ多いことがあったのかと、

本当に道元さんに申し訳ないと思いました。（笑） 
 
長谷川：後から出てくるのですが、その本の中で鈴木大拙がアメリカでZENを広めたことに端を発して、

ビートジェネレーション、ビートニックのカルチャーが生まれていくことになります。僕は禅との2

関連からビートニックを知ったのではなく、好きなファッション、映画、音楽を掘り下げていく中

でビートカルチャーを知りました。そこからさらに禅に繋がっていくところが興味深いです。 
 
山田： 戦後アメリカカウンターカルチャーの波をまともに被り、そこから禅にいくのは面白いですよね。 
 
長谷川：そうですね。そういうともするとストリートカルチャーと呼ばれるものが、僕にとっては禅ないし

仏教へ入る媒体となっていたので。 
 
山田： そういうカウンターカルチャーから禅に関心を持たれて、そして永平寺まで修行に出られて、実際

に触れた禅と何かギャップがありましたか。あるいは違和感がなかったのか、どうなのでしょう。 
 
長谷川：両方ともあったという感じがします。 
 
河西： ではその辺りがどのように作品に反映されてきたのか、過去の作品からご紹介いただきましょう。 

1 同安居(どうあんご)：同じ時期に同じ修行道場（僧堂）に修行に入った者同士を指す言葉。一般的な用法での「同級生」の意味。 
 
2 ビート・ジェネレーション：1955年から1964年頃にかけて、アメリカ合衆国の文学界で異彩を放ったグループ、あるいはその活動の
総称。ビートニックと呼ばれる事もある。概ね1914年から1929年までの、第一次世界大戦から狂騒の20年代までに生まれた世代に相当
する。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%93%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%8D%E3%83%AC%E3%
83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3 
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在学中の作品 
 
長谷川：僕が在学中に制作していた作品をいくつかご紹介させていただきます。こちらはアメリカのファー

ストフードのチェーン店のロゴを並べていますが、そのロゴに座禅を組ませるという作品です。 
 
山田： 坐蒲の上に座っているんですね。 3

 
長谷川：そうです。坐蒲という座禅を組むときに使うクッション材の上にアイコンを置いて座禅を組ませて

います。禅の基本として、食や掃除など身近なもの全てが修行になりうるという考え方があります

が、例えば精進料理ではなくファーストフードを食べている時にも禅的な振る舞いがあるのではな

いかと考え制作しました。 
 

 
EAT THINK 

2015 | archival pigment print 
©  Kanji Hasegawa 

courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
XXX  

2016  |wood, polyurethane, sticker 
 Dimensions variable 
©  Kanji Hasegawa 

courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
河西： ちなみに、こちらは著作権法の観点からいかがですか？ 
 
山田： 大丈夫でしょう。著作物というより商標ですが、別にそれぞれの商標を傷つけるような使い方でも

ないので、文句を言われることはないと思います。 
 
長谷川：よかったです。（笑）次に、こちらは大学院を修了する時に制作した木彫の坐像です。衣と座具だ

けを彫っています。 
 
山田： 割れた中央から見えるのは何ですか？ 
 
長谷川：この坐像はスケートボードのランプの上に置いているのですが、それが真ん中から二つに割れてい

て、内側には僕の自作のステッカーが貼られています。表面的には仏教的に見えるものが、実はス

トリートでスケートボードで走っているという作品なのですが、一見すると全く関連のないように

思えることも、その中には似たようなアティチュードが巡っているのではないかと考え作品にしま

した。この坐像の向かい側に置いてあるのが、こちらのハンバーガーの作品です。 
 
山田： あまり美味しそうではないですね。（笑） 
 

3 坐蒲(ざふ)：座禅の際に使用する座布団。単または単布団ともいう。曹洞宗で使用される円形状のものと、臨済宗で使用される長方形
状のものの2種類に分けられる。 
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 XXX (detail) 

2016  |wood, polyurethane, sticker  | Dimensions variable 
©  Kanji Hasegawa 

courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
 XXX 

2016  | wood, polyurethane, sticker | Dimensions variable 
©  Kanji Hasegawa 

courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
長谷川：そうですね。（笑）全体像がこちらで、この奥にモノリスのようなものがあるのですが、これはブ

ラックフラッグというアナキズムを象徴するものです。 
 

僕がこれを取り入れたのは、80年代のアメリカ西海岸で活躍したブラックフラッグというバンドが
あり、ここではパンクロックの象徴として引用しています。ビートニックが禅からの影響が強いと

いうことを知り始めたのが丁度この頃で、禅とビートニックのようなカウンターカルチャーが実は

同居していたということに非常に衝撃を受けて、パンクロックやスケートボードのカルチャーも同

じ土俵で話ができるのではないかと考えました。 
 
山田： この作品は、禅とビートニックの関係を知り始めてから作ったわけですね？ 
 
長谷川：そうです。次に、昨年行った個展の作品です。床の間に花を飾る時に使う花台の上に花器が置かれて

いて、そこに花が生けられている構図をそのまま使い、花器だけを現代的なモチーフに置き換えて作

品にしたシリーズです。ひとつ目は、今回の個展の作品にも繋がっている空き缶と大麻をモチーフに

した作品です。空き缶も本物ではなく、空き缶を模して陶器で制作しています。他には、漫画の上に

コンバースを積んでそれを花器に見立てています。この漫画は大友克洋さんの「AKIRA」です。 
 
山田： 「AKIRA」の実際の本ですか？ 
 
長谷川：花器に置き換えるという意味で漫画も陶器で作り直しています。 
 
山田： ちなみに英語版の「AKIRA」ですか？ 
 
長谷川：これは僕が小学生の時に読んでいたものをそのまま見ながら陶器に起こしました。 
 
山田： 後ろの黒い太陽のようなものは？ 
 
長谷川：これは床の間にある丸い窓を表現しています。寺院や日本建築でもよく取り入れられていますが、

禅では円が象徴的なモチーフとしてよく使われています。僕はストリートカルチャーをモチーフに

して禅を表現しているので、この作品ですとコンクリートで円形を制作し、全体的な構図も床の間

のような見え方になると面白いと考え配置しました。これは永平寺から帰ってきて最初に制作した

作品群です。 
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CAN [Fat] 

2018  | ceramic, wood, gold leaf  | 250 × 180 × 100 mm 
©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
Composition 1 

2018  | ceramic, wood, gold leaf  | 460 × 340 × 220 mm 
©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
山田： 修行に行かれる前と後とで、何か決定的に変わったことはありますか？ご自身の内面や、あるいは

表現に関してなど。 
 
長谷川：すごく単純なところだと、修行へ行く前は仏教に興味はあるけれどどこか遠く感じていたのです

が、今は仏教徒になり立ち位置が大きく変わったことです。そこが作品にも現れていると思いま

す。というのも、今までの作品は表面的なモチーフも仏教的なディテールに寄せて制作していたの

ですが、この個展からは仏教的な様式でも見え方は仏教らしくない作品が多く、ベクトルが変わっ

たように感じています。 
 
山田： 仏教的なものはかなり内面化されていったということですね。そういう意味では表現に厚みが出た

というか、複雑になってきていますね。 
 
長谷川：そうですね。今回の個展は、先ほどもご説明した陶器の花器と花の作品シリーズで、植物は全て木

彫です。木を彫ったものに金箔を施して陶器の花器に活けています。仏教では、仏の化身として蓮

の花がモチーフに使われる事が多く、木や金属などで花の形を作り金箔を施して仏具として用いら

れています。仏教とは清らかなものであるという考えの元、自分たちの世界と浄土の世界を区切る

境界線のような役割でその仏具が仏壇の両脇や、本堂の前机の両脇に対で置かれていて、ここから4

先は極楽浄土ですという境界を示しています。僕は敢えてその境界線を日常にあるものをモチーフ

にして制作しています。 
 
山田： 先ほど、植物を象っている木は加工しやすいから全て檜だとお聞きしましたが、作品の素材を見る

とcypressと記載されていますよね。有名な公案で庭前柏樹子という言葉がありますけど、柏樹は5

「柏」と書きます。日本で柏というと柏餅で馴染み深いですが、中国で柏というとヒノキ科の木の

ことなんですね。柏樹子も英語に直すと「cypress tree in the garden」。だからひょっとしたら公案に
絡めているのかと思いました。 

 
長谷川：そこまでは考えてはなかったです。これからは是非、説明を加えさせて頂きます。（笑） 
 

4 前机：ご本尊が祀られている正面に置かれた、香炉やローソク立などお供物やお供物を載せる机。 
 
5 庭前柏樹子：『無門関』第三十七則にある話。一人の僧に「如何なるか是れ祖師西来意」と問われた趙州和尚が答えた言葉。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%96%E5%B8%AB%E8%A5%BF%E6%9D%A5%E6%84%8F 
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山田： このコーラのボトルの作品ですが、コカコーラというとアメリカの象徴ですよね。そこからドラッ

グカルチャーと結びついて尚且つ仏教的なものとも繋がっているという。アメリカと日本の特に禅

的なものを介した文化交流をすごく良く象徴的に表現しているなと拝見しておりました。 
 
長谷川：そうですね、そこが僕にとっても表現したいところです。ビートニックのカルチャーに行く前に

は、ヒッピーカルチャーがすごく大きいムーブメントとしてありまして。 
 
山田： そこは歴史的にはビートニックの方が先で、その後にヒッピーカルチャーですよね。 
 
長谷川：そうです。ですが、僕のような世代が知っていくと、先にヒッピーを知り、さらに掘り下げていく

とビートニックがあり、ZENに辿り着くという順番になるのです。ヒッピー的なムーブメントは、
ZENの中では自堕落な若者という程度にしか語られないのですが、僕にとっては禅に繋がる大きな
一つのカルチャーだったので、そういう意味でリスペクトもあります。 

 

 
Koka Kola 

2019  |  Japanese cypress, gold leaf, ceramic  | H560 × W310 × D200 mm 
©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
山田： 掘り下げて逆に知っていくのは面白いですね。敢えて葉っぱが虫食いになっているところも芸が細

かいなと思いました。 
 
長谷川：実際の仏具には虫食いは用いられないのですが、より坪庭的な、世界の有り様を小さい作品に落と

しこむという意味で、虫食いがあることで広い世界への窓になるのではないかと考え敢えて作りま

した。 
 
山田： こういう形の瓶は今はもうないので、若い方でピンとこない方もいるのではないでしょうか。 
 
河西： そこがコカコーラ社のブランディングの凄さです。今はもうないはずなのに、どの世代が見てもコ

カコーラだと分かりますよね。 
 
山田： 瓶の形状は女性の身体から作ったという話もありますよね。真実かは分かりませんが。 
 
長谷川：先ほどギャラリーの前をたまたま通った海外の方は、この作品を見てコカコーラの瓶なのになぜか

黒いと不思議に思って見に来てくれました。（笑） 
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アメリカに伝わった禅 

 
河西： 西洋への禅の伝わり方について山田先生の著書が非常に参考になったと長谷川さんがお話されてい

ましたが、山田先生から少しお話いただけますでしょうか。 
 
山田： はい。アメリカに禅が伝わりヒッピー文化にまでどう繋がるのか、その流れを知識として知ってお

くと長谷川さんの作品も理解が深まるのではないかと思います。少しお時間をいただいてお話した

いと思います。 
 
長谷川：タイムリーな話題で言うと、スターウォーズの映画に出てくるキャラクター達は日本からのモチー

フが多いと言われているのですが、監督のジョージ・ルーカスがなぜ日本的なモチーフを入れるに

至ったかはすごくビートニックとの関係が深いです。一見すると関係がないように思える身の回り

の文化にもビートニックは繋がりがあるので分かりやすいと思います。 
 
山田： ヨーダは特に禅の老師そのものですよね。「禅からZENへ」ということで、先ほどから出ています

通りアメリカへ禅が伝り広がっていったのですが、そもそもの所からお話したいと思います。最初

は戦前1946年までの流れです。 
 

日本の禅がアメリカで受容されるには、その下地になる思想がありました。東部アメリカ、ボスト

ン近郊の思想家や作家たちのムーブメントでトランセンデンタリズム（超絶主義）という思想で6

す。トランセンデンタリズムの主な関係者は、代表的なのはラルフ・エマーソンという哲学者。そ7

して現代の環境問題に影響を与えているヘンリー・デイヴィッド・ソロー。ルイーザ・メイ・オル8

コットは若草物語の著者で、一番皆さんに馴染み深いかと思います。 
 
こういう方々がボストンから車で30分程のコンコードという街で、夜な夜な集まっては哲学談義を
していました。彼らはキリスト教の中でもユニテリアン教会というものに属していて、その教会の9

教えと、ドイツの観念論、インド哲学の影響も受け、生きとし生けるものの繋がりや、人間の善な

どを信じ、経験よりも観念を重視する、「トランセンデンタリズム」を提唱しました。 
 
ソローはコンコードの近くにあるウォールデン池のほとりに、小さな粗末な小屋を建て禅僧のよう

な隠遁生活を２年ほど送りました。その体験は「Walden（ウォールデン）」という本に綴られてい
ます。彼が送った生活は禅僧のようなストイックなもので、こういった思想が禅と非常に親近性が

ありました。 
 

6 トランセンデンタリズム（超絶主義）：米国東部の1820年代後半と1830年代に発展した哲学的運動。「キリスト教の神」がその中心
にあるピューリタニズムと違い、「神」という超越的存在を個人の中に見て、「自立した自己の精神」をその中心におく。それは、当
時の知性と精神性の一般的な状態に抗議するための反応として生じ、ハーバード神学校で教えられたユニテリアン教会の教義は密接に
関連していた。 
https://en.wikipedia.org/wiki/Transcendentalism 
 
7 Ralph Waldo Emerson：アメリカ合衆国の思想家、哲学者、作家、詩人、エッセイストで、無教会主義の先駆者。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%AF%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%
82%A8%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%BD%E3%83%B3 
 
8 Henry David Thoreau：アメリカ合衆国の作家、思想家、詩人、博物学者。日本では、代表作『ウォールデン 森の生活』は、明治44年
（1911年）に水島耕一郎によって翻訳出版され、21世紀の現在に至るまで多くの訳書が存在する。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%B3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%87%E3%82%A4%E3%83%B4%E3%8
2%A3%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%BD%E3%83%AD%E3%83%BC 
 
9 ユニテリアン教会：ユニテリアン主義とは、キリスト教正統派教義の中心である三位一体の教理を否定し、神の唯一性を強調する主
義の総称をいう。ユニテリアンはイエス・キリストを宗教指導者としては認めつつも、その神としての超越性は否定する。キリスト教
正統派の中心教義を否定しているため、正統派キリスト教とは区別される。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%8B%E3%83%86%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%B3%E4%B8%BB%E7%BE%A9 

7 

https://en.wikipedia.org/wiki/Transcendentalism
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%AF%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%BD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%83%95%E3%83%BB%E3%83%AF%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%BD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%B3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%87%E3%82%A4%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%BD%E3%83%AD%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%B3%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%83%87%E3%82%A4%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%BD%E3%83%AD%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%8B%E3%83%86%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%B3%E4%B8%BB%E7%BE%A9


 
Ralph Waldo Emerson 

circa 1857 

 
Henry David Thoreau 

Portrait photograph from a ninth-plate 
daguerreotype of Henry David Thoreau. 

B. D. Maxham, 1856 

 
Louisa May Alcott 

George Kendall Warren (d. 1884) 
albumen print on card mount 

 
1893年コロンブスがアメリカ大陸を発見してから400年記念の万博がシカゴで開催されました。その
折に万国宗教会議というものが開かれ、この会議に世界中の様々な宗教の代表者が集められ、自分

たちの宗教はこういうものだと演説しました。この会議自体は現代の研究者達からは、結局はキリ

スト教の優位性を誇示するためのものだったと批判をされています。（笑）ここに、日本からは天

台宗、真言宗、浄土真宗、そして臨済宗の僧侶が招かれました。 
 

 
Parliament of the World's Religions (1893) 

https://en.wikipedia.org/wiki/Parliament_of_the_World’s_Religions 

 
その場で演説したのが臨済宗の代表だった釈宗演 という僧侶です。彼は英語を話せなかったので、10

ネイティブが代読したそうですが、このスピーチが禅が何なのかを英語で西洋に紹介した初めての

機会だったと言われています。実はこのスピーチを書き記した人がいまして、それが鈴木貞太郎、

後に鈴木大拙となる人です。東京大学の前進となる帝国大学で学んだ人で、小さい頃から禅に興味

を持っていて、週末になると釈宗演のいる円覚寺に東京から歩いて向かい禅の修行をしていたとい

う話もあります。東京から鎌倉まで歩くなんて、昔の人はすごいですよね。（笑） 
 

そして、先ほどの宗教会議での聴衆の中にいたポール・ケーラスという人が非常に禅に興味を持

ちます。禅のことをアメリカで紹介したいので翻訳助手を送って欲しいと釈宗演に依頼し、そこ

で推薦されたのが鈴木貞太郎であります。鈴木貞太郎は、その後1897年〜1909年シカゴの側のラ
サールにあったオープン・コート社というケーラスの出版社で助手として働きながら、中国の道

10 釈 宗演（しゃく そうえん）：明治・大正期の臨済宗の僧。若狭国大飯郡高浜村の生まれ。日本人の僧として初めて「禅」を「ZEN」
として欧米に伝えた禅師。 
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徳経 を訳したり、大乗仏教概論 を英語で書くなどしていました。足掛け11年ほど英語の環境で11 12

修行をして、その後帰国します。 
 
アメリカで知り合ったビアトリス・レーンという女性を日本に呼び寄せて結婚し、二人で禅や仏

教に関する論考を著していきます。「イースタン・ブディスト（Eastern Buddhist）」という今でも続

いている雑誌を創刊もしています。そういった雑誌で発表してきた禅に関する論文を、「Essays in 
Zen Buddhism」や「An Introduction to Zen Buddhism」という本にまとめていきます。西洋の人たち
は大拙が著した禅に関する本をもとに、禅とは何かを理解し語っていくことになります。 

 

 
Essays in Zen Buddhism(1927-) 

https://www.amazon.co.jp/Essays-Buddhism-Daisetz-Teitaro-Suzu
ki/dp/0802151183 

 
An Introduction to Zen Buddhism(1934) 

https://www.amazon.co.jp/Introduction-Buddhism-Daisetz-Teitar
o-Suzuki/dp/0802130550 

 
一方、学問としての禅に加えて宗教としての禅も伝わっています。日系移民がアメリカに渡ってい

て、その人達により様々な寺院もできていたのです。今でもロサンゼルスの禅宗寺や、サンフラン

シスコの桑港寺などの寺院が、ジャパンタウンやリトルトーキョーの近くに作られていきます。大

拙が伝えた思想としての禅に加えて、日系移民のための信仰としての禅寺院という二つの流れが

あったわけですね。 
 

特徴としては、大拙は円覚寺で修行していますので、禅宗の中でも臨済宗の系統ですが、これらの

寺院は曹洞宗です。長谷川寛示さんと同じですね。 
 
長谷川：はい。私は永平寺なので、曹洞宗です。 
 
山田： 実践としての曹洞宗と、学問文化としての臨済宗という二つの流れが出来てきます。そして、時代

は戦後になります。 
 

実は戦中のアメリカでの禅は不遇でした。と言うのも、日本から渡った宗教ですので日系人は皆収

容所に入れられますし、禅宗の普及に尽くした人も収容所に入れられ体調を崩し亡くなった方もい

ました。しかし、時代が平和になりますと再びこの鈴木大拙が活躍することになります。1949年に
ロックフェラー財団の招きによりアメリカ各地の大学で講演し、最終的にはニューヨークのコロン

ビア大学に落ち着き、そこで教員をすることになります。80代でのことでした。この長い眉がとて
も印象的ですよね。（笑） 

 

11 老子道徳経：中国の春秋時代の思想家老子が書いたと伝えられる書。老子、道徳経、老子五千言・五千言とも表記される。『荘子』
と並ぶ道家の代表的書物。道教では『道徳真経』ともいう。上篇と下篇に分かれ、あわせて81章から構成される。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%80%81%E5%AD%90%E9%81%93%E5%BE%B3%E7%B5%8C 
 
12 大乗仏教概論：鈴木大拙の英文著作の作品。大乗仏教の核心を経典類に拠りながら二分野に分けて論じる。世界的仏教思想家大拙の
誕生を鮮烈に告げたデビュー作であり、20世紀の西洋社会の仏教観に、大きな影響を与えたことでも知られる。 
https://www.iwanami.co.jp/book/b243820.html 
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鈴木大拙 

https://ja.wikipedia.org/wiki/鈴木大拙 
撮影：田村茂 

 

鈴木大拙とビート世代 

 
山田： 大拙は1950-58年にコロンビア大学で仏教哲学を講義するのですが、ニューヨークのアーティスト達

はその授業を受けていたそうです。代表的なのは作曲家のジョン・ケージ 。４分３３秒の無音ピア13

ノ曲を作っていますが、完全に禅の影響だと言われています。ケージは「Silence」という本を書いて
いまして、そこで大拙の講義の様子を証言しています。あまり良く聴き取れなかったと書いていま

した。（笑）しかし、その後大拙の講義した禅というものが徐々に広がっていきます。特に禅の影

響を受けていたのがウィリアム・バロウズ、アレン・ギンズバーグ、ジャック・ケルアックで、こ

の方々が所謂ビートジェネレーションというものを形成していきます。 
 

 
William S. Burroughs (1914-97) 

 

 
Allen Ginsberg (1926-97) 

 

 
Jack Kerouac (1922-69) 

Jack Kerouac by photographer  
Tom Palumbo. circa 1956 

 
バロウズはあらゆる麻薬を使用し話題に事欠かない人生を送った小説家です。アレン・ギンズバー

グは詩人で、ジャック・ケルアックは「On The Road」という著作で有名な小説家です。一番初めは
バロウズが禅のことを知り、他の方に伝え、それぞれ禅のことを独自に勉強していきました。ケル

アックは「Some Of The Dharma」という非常に分厚い禅の本を書きました。彼らはアメリカ文化に
新しい波を起こしましたが、メインストリームからすれば完全に鼻つまみ者です。なぜかと言う

と、アメリカの中心的な価値観を壊していったからです。キリスト教を信仰し、日曜は教会に行

13 John Milton Cage Jr.：アメリカ合衆国出身の音楽家、作曲家、詩人、思想家。実験芸術家として前衛芸術全体に影響を与えている。独
特の音楽論や表現によって音楽の定義をひろげた人物であり、「沈黙」を含めたさまざまな素材を作品や演奏に用い、代表的な作品に
『4分33秒』がある。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B8 
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き、財を成したら郊外に家を建てるというアメリカンファミリーの理想的な形から完全に外れてし

まい、定住しないで漂泊していく、そういう人生観を示していったのです。 
 

1957年初期、アメリカの大衆文化における禅の一つの転換点になるわけですけれど、始まりは「
Vogue」という女性雑誌でした。今でも日本版がありますね。1957年1月号「People are tolking about」
というコーナーで、ある短文が綴られています。「コロンビア大学の禅仏教の教授の鈴木大拙が本

に埋もれてとてもエレガントな雰囲気で、非常に哲学的な講義をしている。彼は「１の発見は偉大

な進歩だが、０の発見は偉大な跳躍である」という言葉を残したり、時には「仕事から究極の目的

を無くしてしまえばあなたは自由になれます」と語っている。」と書かれていますが、このような

コーナーで大拙は紹介されるようになります。実はこの「Vogue」の短い文がきっかけとなり、ここ
を出発点にアメリカの各種の大衆メディアに鈴木大拙や禅への言及が広がっていきます。 

 

 
Vogue ( Jan.1957 ) 

 
1957年2月の「Time」には大拙や禅が紹介されています。また同年8月には「The New Yorker」が大拙
を特集していまして、禅仏教とは何か、鈴木大拙が何者なのか、ニューヨークでどんな生活をして

いるのかなど、かなり詳しく紹介しています。大拙はこの特集を非常に気に入ったようで、日本に

いる弟子にこの特集を読むように送ったそうです。（笑）そして、その翌9月に先ほどのケルアック
の代表作「On The Road」が出版されます。大拙と禅がアメリカの大衆文化でブレイクする時期と
ビートジェネレーションが大々的にブレイクする時期が同じなのです。同じ時代の精神が背景に

あったということが言えるかと思います。 
 

 
Time（Feb.1957） 

 
The New Yorker（Aug.1957） 

 
Jack Kerouac「On the Road」 

 

 
翌年1958年1月、女性誌の「Mademoiselle」が「What is ZEN」という大型特集を組みます。これを書
いたナンシー・ウィルソン・ロスは作家でもあり、禅に近いところにいた方です。そして、同年

ジャック・ケルアックは「On The Road」の続編として「The Dharma Bums」を出版します。こちら
は前作に比べてより禅寄りの内容で、ゲイリー・スナイダー というビートニックに属している詩人14

14 Gary Snyder：アメリカ合衆国の詩人、自然保護活動家。20世紀のアメリカを代表する自然詩人。カリフォルニア州サンフランシスコ
生まれ。 代表作の詩集『亀の島』ではピューリッツアー賞を、『終わりなき山河』ではボリンゲン賞を受賞。 
https://en.wikipedia.org/wiki/Gary_Snyder 
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が主人公のモデルとなっています。スナイダーはこの後日本に行き大徳寺 の近くに住み、本来の日15

本の禅に近いところで様々なことを吸収していきました。帰国後は、家族と共に山に住み仙人のよ

うな暮らしをしていました。彼はカリフォルニア大学バークレー校で日本のことを専攻し卒業して

いて、日本についても詳しい方です。 

 
Jack Kerouac 

The Dharma Bums 

 
Gary Snyder 

Gary Snyder, speaking at Columbia University, in 2007. 
Fett, CC-BY 2.0 

1958年11月、実は「The Dharma Bums」を出版された時を最後に大拙は日本に帰国することになりま
すが、帰国直前にケルアックとギンズバークがほぼアポなしで大拙の自宅を訪ねてていきます。そ

の時の事は色んな方の証言が残っていて、その一度きりではありますが、彼らは大拙と会っている

ようです。 
 
ただ、その後大拙はビートジェネレーションが提唱するZENをひどく批判します。彼らは禅の中で
も自分たちにとって都合の良いことだけを取り上げ良いように言っているだけであり、それは本当

の禅ではないと書いたのです。そういう大拙の批判はケルアックやギンズバークの耳にも入り、彼

らの心は徐々に大拙の禅からは離れていくという、最後はやや不幸な経過を辿っていくわけです。

そこから、アメリカのZENの変容が起こっていきます。 
 

ZENの変容 

 

鈴木大拙は1958年にアメリカを去りましたが、翌年その後を追うように鈴木俊隆（すずき・しゅんりゅ
う）というお坊さんが、日本からアメリカへ渡ります。先ほどご紹介したサンフランシスコの日系曹

洞宗寺院の桑港寺に住職として赴任しました。 
 

恐らく鈴木俊隆にとっては思いもよらなかったことだと思いますが、1959年はまさに大拙の禅が大
衆化しビートジェネレーションが禅的なものを展開していたので、その思想の影響を受けた人々が

日本の禅寺院に押しかけていきました。いわゆるビートジェネレーションからヒッピー へと時代が16

変わろうとしている頃ですので、ヒッピー達が禅寺院に来るということになります。 
 
今まで日系人の為のものだった桑港寺に、多くの非日系人が押しかけ、その数は日系人を超えるま

でになりました。そこで、西洋人に禅を教える為の施設として、禅センター が作られることになり17

ます。 

15 大徳寺：京都府京都市北区紫野大徳寺町にある寺院で、臨済宗大徳寺派の大本山である。山号は龍宝山（りゅうほうざん）。本尊は
釈迦如来。開基（創立者）は大燈国師宗峰妙超で、正中2年（1325年）に正式に創立されている。 
16 ヒッピー：1960年代後半にアメリカ合衆国に登場した、既成社会の伝統、制度など、それ以前の保守的な男性優位の価値観を否定す
るカウンターカルチャー の一翼を担った人々、およびそのムーブメント。ヒッピーは1950年代のビートニックの思想を継承した。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%83%E3%83%94%E3%83%BC 
17サンフランシスコ禅センター：サンフランシスコのベイエリアにある曹洞宗の研修施設。 組織としては、初心者向けの瞑想寺院と、
長期滞在用のタサハラ禅マウンテンセンター、有機農園のグリーン・ガルチ農園で構成される。 
 

12 

https://en.wikipedia.org/wiki/The_Dharma_Bums
https://en.wikipedia.org/wiki/Gary_Snyder
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%92%E3%83%83%E3%83%94%E3%83%BC


 
San Francisco Zen Center  

©  San Francisco Zen Center, photo by Minoru Aoki  
 

 
「Zen Mind, Beginner's Mind 」という本がありますが、これは鈴木俊隆の弟子達が出版したもので18

す。この本が、英語で出版された禅関連本の中で最も売れた本だと言われています。当時のサンフ

ランシスコ禅センターの写真がこちらですが、この建物は現在も禅センターとして使われていま

す。 
 

 
「Zen Mind, Beginner’s Mind」 

https://en.wikipedia.org/wiki/Zen_Mind,_Beginner’s_Mind 

 
San Francisco Zen Center（撮影：山田奨治） 

 
この禅センターは私が「美術手帖」の記事を執筆するにあたり取材させていただいたところなので

すが、特徴的だったのは指導者達が基本的にユダヤ教徒の人が多いということです。ユダヤ教を捨

てずに禅を教えるという不思議な状況が観察されました。 
 

また、ここでは集団指導をとっているということも特徴の一つです。日本では絶対権力者の老師が

いて、その人が言うことが絶対なのですが、色んな経過がありましてサンフランシスコの禅セン

ターでは複数の指導者たちによる集団指導を行っています。そして、ここで禅を教えている人たち

は、ほとんどの人がビジネスの経験があります。過去に映画やハイテク産業など様々なビジネスに

18 Zen Mind,Beginner's Mind：1970年に米国で出版以来、世界中で読まれている禅の入門書。坐禅会のあとで語られた法話を記録したも
の。 
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関わっていて、その後禅センターの門を叩くことになるという経歴の人が多かったようです。そし

て、禅センターの内部はこのようになっています。様々な種類の仏像が置いてあります。色んな文

化が混合していますね。（笑） 
 

   

禅センター内部（撮影：山田奨治） 

 
長谷川：仏像も仏具も、かなりランダムに配置されていますね。（笑） 
 
山田： 真ん中に置かれているのは、ガンダーラのような石仏です。そしてこの下に禅堂がありますが、曹

洞宗なので壁に向かって座るように座具が並んでいます。曹洞宗は壁に向かい、臨済宗は壁を背に

して座るので、座り方で見分けができます。 
 

さらに一つ面白いのは、よく西洋の教会などで門の前にお祈りなどのスケジュールが貼ってあるの

ですが、それとほぼ同じフォーマットで禅センターの前にも禅堂のスケジュールが貼ってありま

す。月曜から金曜の予定が記載されていますが、朝の5時の座禅に始まり、歩行禅、説法、掃除など
があり、誰でも参加できるようになっていてキリスト教のような雰囲気もあります。サンフランシ

スコ禅センターは今では郊外に二箇所、かなり本格的な泊まり込みができる大きな禅堂施設を持っ

ています。そこで住み込み修行をしている人たちもいます。 
 

ここが面白いのは、ビジネスをしているところです。彼らはサンフランシスコのハーバーエリアに

グリーンズというレストランを経営していまして、郊外の禅堂施設ではオーガニック野菜の農園も

あり、そこで採れた野菜をこのレストランで出しています。私も食事いただいてきましたが、割と

良いお値段でした。（笑）こういった収益が禅堂の経営に還元されているようです。 
 

ZENDO SCHEDULE（撮影：山田奨治） 
 

Greens Restaurant（撮影：山田奨治） 

 
禅センターを設立した鈴木俊隆には、乙川弘文（おとがわ・こうぶん）という助手を務めていた人がい

ますが、彼は俊隆の招きでタサハラという郊外の禅堂施設で補佐役をしていました。俊隆の没後は

乙川弘文がロサンゼルスで禅の指導をしていて、彼と有名なスティーブ・ジョブズには親交があり

ました。1986年にジョブズは自身が設立したApple社を追われてNext社を作りますが、そのNext社の
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宗教指導者として乙川弘文を招きます。また、スティーブ・ジョブズの結婚式を司ったのも乙川弘

文だと言われています。Appleのシンプルなデザインが禅の影響だというのはよく言われています
ね。 
 

ZENからマインドフルネスへ 
 

山田： 禅は特にここ10年以内の現象ですが、ティク・ナット・ハーンと、ジョン・カヴァット・ジンらが
提唱しているマインドフルネスというものと融合するような形でかなりの変化が起きています。マ

インドフルネスというのは、全ての動作や呼吸などに心を行き渡らせていく、いわば身体技法です

ね。その思想がハイテク企業や西海岸のスタートアップ企業の研修プログラムに取り入れられてい

て、マインドフルネスを行うと創造性が高まり、ストレスが軽減されるなど、そういったベネ

フィットが見込まれて色々な企業が採用していったという経緯があります。 
 

ただし、そこまでくると禅やあるいは仏教が持っていたような生老病死 の問題だとかそういったも19

のからどんどん離れてしまうのです。現社会での実利的な利益を求めるような方向へ変質してし

まっている感じがあります。一方、マインドフルネスはリラックスをし過ぎて逆に生産性が落ちる

という話もあります。（笑）ライバル心や悔しさなどのマイナスな気持ちまでリラックスする中で

失われては、創造的なエネルギーを生めなくなるという意見も出てきているのですね。 
 
以上をもって、20世紀始め頃から現代に至るまでの禅とそれを媒介したアメリカでの文化的な動き
についての大きな流れの説明とさせていただきます。 

 
河西： ありがとうございました。今の山田先生のお話の中で気になったところなどありますか？ 
 
長谷川：現代において仏教をどう捉えるかという点では、先ほどお話に出ていたマインドフルネスについて

僕も問題だと感じています。現代では座禅を組むことがどのような効果・効能があるか科学的に立

証されて、その効能を求めて座禅を組むという流れがありますが、それと日本での禅宗の座禅は全

くの別物です。僕たちのような雲水 が永平寺で座禅をくむときは、絶対に座禅に効果効能を見出し20

てはいけないと教えられています。もし何かしらの効果があったとしても、それに執着することは

禅の精神に反すると考えられています。 
 
山田： 長谷川さんが修行された永平寺は殊の外修行が厳しいと言われていますよね。NHKの有名なドキュ

メンタリー番組がありましたけど、何かの機会に視るとどれだけ厳しいかよく分かります。 
 
長谷川：そうですね。修行ばかりしています。（笑）今では笑い話ですが、かなり過酷でした。そういった

マインドフルネスと禅宗に違いがある中で、今自分はどのように仏教と関わっていくかを考えるに

あたり歴史を逆に遡って考えてみました。 
 

マインドフルネスのある現代から、ヒッピー達が東洋文化に触れていった過程があり、その後ビー

トカルチャーに移り、そこから禅にたどり着きました。逆に遡ることでより仏教への理解が深ま

り、アメリカでは禅のどういう所に面白みを見出してきたのかや、当時の彼らのZENと今の日本の
禅宗とどのような違いがあったのか、そういう所に興味が湧きました。 

 
山田： カウンターカルチャーの影響を受けた人たちの禅への接近の仕方や、あとはZENがアメリカで大衆

化したことによって至る所に禅的なものがあることが面白いのです。例えばサンフランシスコのお

洒落なカフェに行くと少し東洋的なオーナメントがあったり、仏像が置かれていたりと、あらゆる

所に浸透していて当たり前にそこにあります。元を辿ればそれがヒッピーやビートニックなのです

が、殊更カウンターと言わなくともごく自然に禅的なものが取り入れられている風景はあると思い

ます。 
 

19 生老病死：生まれること、年老いること、病に罹かかること、死ぬことの四つ。 仏教でいうところの四苦のことを言う。  
20 雲水：雲水僧の略で，雲のごとく定まった住所もなく，水のごとく流れゆきてよる所もないように，諸方の禅師を訪ねて遍歴し，道
を求める修行僧をいう。雲衲（うんのう），行脚（あんぎや）とも称す。 
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長谷川：僕はビートジェネレーションの人が書いた本を読んで、日本での禅宗の捉え方よりも、当時のアメ

リカでのZENに対する感覚の方が非常に共感できました。日本人にとって、仏教に触れたことはあ
るけど深くは知らない人や、葬式や法事の時だけ仏教徒になるという方も多いと思います。それに

比べ、当時のビートジェネレーションの人々はキリスト教的な生活に満足できず、数ある中から

ZENを選んでいきます。僕は仏教の本格的な流れを経て僧侶になりましたが、僕が禅僧になった理
由は、今までの日本で信仰されてきた禅僧としてではなく、当時のビートジェネレーションの人た

ちがZENを選んでいく感覚に近いと思います。 
 
山田： ビートジェネレーションの人たちのあのようなムーブメントが起きた背景には、すごく強力なアメ

リカの中心的な文化があります。そして、それに対する反発がビートジェネレーションを広めまし

た。アメリカン・ファミリーの理想のようなものや、キリスト教の存在がすごく大きいことへの違

和感などがきっかけですね。日本にいた長谷川さんは何かきっかけなどがあったのでしょうか。 
 
長谷川：そうですね、仏教哲学について深く理解していくことと、日本で信仰されている仏教は異なると感

じて、そこがきっかけでしょうか。 
 
河西： 信仰されていると言うより、習慣として存在している仏教ということですよね。 
 
長谷川：そうです。生活の中で風習やしきたりとしてある仏教と禅宗との違いがきっかけという事です。 
 
山田： ご存知だと思いますが、「葬式仏教」という言葉がありますね。日本の仏教は葬式専門と言われて

いることへの批判です。それに対する反省として「社会参加仏教」 というものが特に震災後から21

ムーブメントとしてそういう動きがあるようですね。本来は社会救済の意味が仏教にはありました

ので、それを取り戻そうという動きです。 
 
長谷川：日本にはすでに形式的な仏教があるので説明が入ってきやすいですが、鈴木大拙は仏教のベースが

ないアメリカで禅を説いたということに非常に興味があります。仏教の形式を飛び越えて話すとと

ても哲学的で、本来仏教が目指しているところに近くなると思うのです。 
 
山田： 大拙がアメリカに行き禅について語り始めた時、それまで禅を英語で語った人がほとんどいなかっ

たのです。そういうところで、一体どのような英語を使えば伝えられるのか、随分と大拙は試行錯

誤したと思うのです。その時に参考にしたのがトランセンデンタリズムや自然主義・ロマン派の詩

人たちが使った言葉で、自分の考えや禅を語る時に使っていたと思います。 
 

彼は禅を語るとき、日本語と英語で微妙に違います。結構違うと言っても良いかもしれません。

（笑）だから英語しか分からない人たちには英語で大拙の説明を理解するから、独特な理解にな

る。日本語も分かる我々は、大拙の説明を相対して理解できますね。両方から見ると、大拙という

人のある種の大らかさというか、いい加減さが分かるので、人間的な魅力を感じると思います。結

構庶民的なところもありますよ。 
 
長谷川：すごく興味深い話です。そういうところも大拙は面白いと思います。 
 

山田： 私の著作の「東京ブギウギと鈴木大拙」では、大拙の養子

であり、「東京ブギウギ」の作詞者でもある鈴木勝という

人について書いています。鈴木勝はとんでもない人でし

て、親からすると恥ずかしいようなことも多々起こす息子

だったのですが、大拙は彼のことで親として随分と悩んで

いたそうです。そういうことを色々と資料を発掘してまと

めたのがこの本でして、特に子供との関係を見ると大拙の

人間的な苦悩ぶりがよく分かります。   
https://www.amazon.co.jp/東京ブギウギと鈴木大拙- 

山田-奨治/dp/4409410814 

21 社会参画仏教(Engaged Buddhism)：社会的な問題に対して仏教の立場から積極的に発言し、行動する運動。仏教に基づく理想的な社会
作りを目指す、仏教関係者による実践活動。東南アジアを中心に広く見られ、欧米でも注目されている。研究も進められており、欧米
の仏教者や仏教研究者の中には、同じような運動を展開する者がいる。社会参加仏教ともいう。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%8F%82%E7%94%BB%E4%BB%8F%E6%95%99 
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長谷川：今回の個展でも引用していますが、スッタ二パータ という仏教で最も古いとされる経典のひとつ22

がありますが、これはパーリ語という当時の話し言葉で書かれています。仏教はまだその時代に存

在しておらず、当時暮らしていた人たちに伝わるように新たな知恵や教訓を作り上げていっていた

のですが、それが後に仏教として確立します。仏教について全く前知識がない人々へなんとか仏教

を伝えようとした鈴木大拙や鈴木俊隆は、パーリ語で語られた最初の仏教と繋がるものがあると思

います。 
 
山田： 大拙の語りと、俊隆の語りは、同じ鈴木でも大分違っています。大拙は難解で難しい言葉を使うの

です。一方、俊隆は非常に親しみやすい言葉で語っていたようです。実際人間的にも魅力のある人

で、それに惹かれて弟子たちが付いていったということもあります。俊隆は夫婦揃ってアメリカへ

行きましたが現地で妻が亡くなり、その後間もなく弟子の一人と再婚しています。そういうところ

は非常に俗っぽいところがありますね。（笑） 
 

文化と宗教 
 
河西： 作品を作っているのも、初期仏教で感銘を受けたということを伝えたくて長谷川さんは僧侶として

制作しているというのをおっしゃっていますね。 
 
長谷川：そうです。お経にしても、元は喋り言葉から始まったはずなのですが、それはサンスクリット語に

置き換わり、その後漢字に置き換わり、それが日本に入ってきて読まれています。でも、お経を聞

いても意味は分からないですよね？　本来は意味を伝えるためのお経が、今や聞いても意味が分か

らないという逆説的な状況に僕は面白さを感じます。しかし、だからこそもう一度意味を考え直し

たいとも思っていて、それが作品を作る動機にもなっています。 
 

僕は作品にパンクロックやヒッピー、ビートカルチャーを引用していますが、自分たちが辿ってき

た文化を用いて仏教を再構築できないかと考えています。ステートメントにも記載している「Punk 
is attitude. Not style.」は、イギリスのパンクロッカーのジョー・ストラマーの言葉です。パンク
ロックというのはスタイルではなく姿勢そのものだから、例えば自分たちがレゲエのような曲を演

奏していてもパンクやらないのかなんて言わないでくれ。レゲエを演奏していてもパンクの精神が

中に通っているんだという意味で言ったものですが、僕はこの言葉に仏教に似たものを感じていま

す。 
 
山田： 私はパンクロックには馴染みがないのですが、長谷川さんがかつて影響を受けたというカート・コ

バーンの「Smells Like Teen Spirit」を聞いたのですが、すごく格好よかったです。カート・コバーン
の容姿も格好いいですが、サウンドも良かったです。そして、私はパンクを知らないはずだったの

に、あの曲はどこか聞いたことがありました。私がなぜか知っているということは、パンク・カル

チャーもある種普遍的なものになっていて、様々な人にどこかで影響を与えているほど生活に染み

込んでいるのだと感じました。 
 
長谷川：そうだと思います。そう言った文化的な流れは、宗教などと比べると俗物として扱われることも多

いと思いますが、僕はそこに差はないのではないかと考えています。人に何かを伝えようとするコ

ミュニケーションの結果アートや音楽が生まれている側面もあると思うのですが、元は宗教も同じ

だったと思います。 
 
山田： 私が知らぬ間にカート・コバーンを聞いたことがあるのと同じように、気がつかないうちに内面化

されているものが文化であるし、宗教も同じことだなと思いました。 
 
長谷川：そうですね、音楽に限らずあらゆる文化が国も時代も関係なく、多くの人に受け入れられ、浸透

し、蓄積していくことは、宗教にも通じると思います。この流れでご紹介すると、この奥にも２つ

作品がありますが、他の作品に比べもう少し宗教そのものをモチーフにしています。こちらの作品

の中央にあるのは仏教でよく使われる蓮の花で、その周りにある５輪の花は今では日本に自生して

22 スッタニパータ：スリランカのセイロンに伝えられた、いわゆる南伝仏教のパーリ語経典の小部に収録された経典のこと。  
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いて僕のアトリエ近くにも咲いていますが元は外来の植物です。先ほども話しましたが、仏教では

自分たちの世界と極楽浄土の境界線として仏具が置かれています。それを敢えて蓮だけでなく身近

に咲いている元は外来の花を使うことで、今の世の中を表すメタファーのようなものとして制作し

た作品です。 
 
山田： この花瓶は法隆寺の百済観音がぶら提げている花瓶になんとなく似ていますけど、そういう意味で

すか？ 
 
長谷川：確かに似ていますが、今回はいくつも作った花瓶から一番合うものを選びこれになりました。 
 
山田： 蓮という聖なる花と、その辺に生えている雑草という俗なものの対比というか融合を意識した作品

ですね。 
 
長谷川：もう１点は薔薇がモチーフです。キリスト教の象徴としても使われる薔薇を、仏教で使われる素

材、様式、技法を使い制作するというコンセプトの作品です。 
 

 
Flower and Vase_1 

2019  |  Japanese cypress, gold leaf, ceramic 
H710 × W190 × D200 mm 

©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
Flower and Vase_2 

2019  |  Japanese cypress, gold leaf, ceramic 
H320 × W100 × D130 mm 

©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
河西： 仏教は全てを肯定するので、僧侶として作品を制作している長谷川さんがキリスト教のモチーフを

使うというのは良いと思いますが、先ほどサンフランシスコ禅センターではユダヤ教の方々が禅を

説いているというお話でしたが、ユダヤ教は一神教なのでどう両立しているのでしょうか。 
 
山田： すごく不思議ですよね。（笑）私はユダヤ教ではないので気持ちまでは分かりませんが、何かメン

タリティーの面で近いものがあるのかと思うんです。 
 
長谷川：最近のアメリカではカトリックの教会の中で、座禅を組むためのメディテーションルームを設けて

いる場所もあるようです。そこに永平寺から指導にいくこともあります。そういった仏教だから、

一神教だから、という考えや立場を超えて共感するものがあるんだろうと僕は思います。 
 
山田： 修道士の生活は禅僧と近いので、キリスト教でもメンタリティの面では仏教を信仰することと近い

面はあると思います。 
 
河西： あとは、ギャラリーの入口にも１点作品がありますね。 
 
長谷川：はい、この小さい作品は他の作品と少し成り立ちが違います。女の子の像は僕が作ったものではな

く60年代に作られた香水瓶です。上半身が蓋なので、それぞれ取れるようになっています。 
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山田： 今は長谷川さんの作られたトリカブトの花を持っていますが、元々左手に何か持っていたのです

か？ 
 
長谷川：元は花のような物がありました。 
 
山田： 色も上から何かを塗られていますか？ 
 
長谷川：そうです。元はプラスティック製で汚れていたこともありますが、他の作品と一緒に展示すること

を考え上から色を塗っています。この香水瓶は少女の形をしていますが、今僕たちがこれを見て感

じることと、当時作っていたときの思いとでは大きく認識の違いがあると思います。同じモチーフ

でも、生きている時代によって感覚や考え方に違いが出てきて、見え方が大きく変わるということ

に興味が沸きこれをシリーズとして制作しています。 
 

 
A Girl with a Flower 

2019  |  Japanese cypress, gold leaf, antique glass, copper wire   | H320 × W100 × D130 mm 
©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
山田： トリカブトが現代的な女性像を反映させたというところがピンと来ないのですが、どういう意図な

のでしょうか。 
 
河西： この作品を先ほど海外の方へ説明したら、「現代の女性は非常に毒ということですね。」とおっ

しゃっていました。（笑） 
 
長谷川：この可憐な少女は、作られた当時は純粋無垢の象徴だったのかと思いますが、現代において毒も持

ちうるという意味合いも含めトリカブトを持たせました。 
 
山田： これを見たとき、少女の左手から何か伸びているところが、バンクシーの赤い風船に構図が似てい

るなと思っていました。別にオマージュではないですよね？ 
 
長谷川：そうですね。それはないですが... これからそれも入れていこうかなと思います。（笑） 
 
河西： あと、このトリカブトは司祭の帽子に似ていることから英語で “Monkshood”と言われているそうで

す。無意識のうちにここでもキリスト教的なモチーフを取り入れていましたね。 
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時代による価値観の変化 
 

 
Pinch 

2019  |  Japanese cypress, gold leaf, ceramic  | H530 × W310 × D330 mm 
©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
NEVER MIND 

2019  |  Japanese cypress, gold leaf, ceramic | H510 × W110 × D50 mm 
©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 

 
長谷川：その他の作品ですが、こちらの《摘心》は大麻をモチーフにしています。仏教に限らず神道でも古

くから大麻は重宝されていたのですが、現代においては違法な物として扱われていて、この作品で

は、大麻がどういうパブリックイメージを持っているかをテーマにしています。 
 

タイトルの摘心とは農業の用語で、上に伸びる枝を剪定することで今ある葉に養分を行き渡らせ枝

葉を増やし実りを多くするという技法です。大麻は花を使用するのですが、摘心をすることで１株

からいくつもの花を咲かせることが出来るので、これは違法なことをしているということを示唆す

るために敢えて摘心して枝が切られている様をそのまま作品にしています。 
 
山田： お詳しいですね。 
 
長谷川：ビートジェネレーションの流れで知りました。人間の思惑で形が変えられてしまったけれど、それ

も含めて自然のものだということをコンセプトにした作品です。 
 
山田： 大麻もアメリカでは徐々にレクリエーショナル・ユースが解禁されていますので、10年、20年後は

日本でも変わるかもしれませんね。 
 
長谷川：そうですね。今は非合法なものでも、認識や価値観が変わると、今後合法なものになる可能性があ

り、そういう「認識のズレ」を表す象徴的なものなのではないかと思います。先ほどの女の子の作

品も、「同じ物が、過去と現代で見られ方が変わる」という点で近いものを感じます。 
 

最後の１点が《Never mind》というタイトルです。これはニルヴァーナの有名なアルバムのタイト
ルなのですが、アルバムのジャケットで歪んだ形でロゴが使われていて、それをそのまま花器に落

とし込んでいます。僕が仏教に触れる上ではニルヴァーナもヒッピーもビートジェネレーションも

どれも大切な要素で、それらがあって初めて仏教に繋がったので、ニルヴァーナのような若者文化

の象徴を仏教の様式の中に入れるということで、仏教とカンターカルチャーの融合を表現した作品

にしました。 
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NIRVANA「NEVERMIND」 

https://www.amazon.co.jp/NEVERMIND-REMASTERED-NIRVANA/dp/B0057GYO9K 

 
山田： これはロゴだったんですね。アルバムのジャケットにある、泳いでいる赤ん坊のイメージかと思い

ました。 
 
長谷川：色はそれを意識して近くしています。 
 
山田： こういった植物は図鑑か何かを見て作られるんですか？ 
 
長谷川：形はほぼインターネットで写真を探して参考にしています。先ほどご紹介した外来の雑草と薔薇だ

けは身近なものをモチーフにしていて、薔薇は近所のおじいさんが育てているものです。（笑）そ

の他は、目にする機会がないので大量の画像を見ることで頭の中で3D化して制作しています。 
 
山田： サイズも実物大ですか？ 
 
長谷川：はい、ほぼ実物大です。サイズよく分かりますね、とよく言われますが、植物を育てている経過を

インターネット上に掲載している方が結構いるようで、どのくらいのサイズになったのか定規をあ

てて写真を撮っているんです。その情報をありがたく使わせていただいています。 
 
山田： 大麻に定規をあてて撮っているんですか？ 
 
長谷川：そうです。大麻が合法の国が多いので、そういうところではあの子から貰った芽がもうこんなに大

きくなったよとか、何週間で何センチ伸びました、というように記録として載せてくれています。

（笑） 
 
山田： 私は35年前筑波大の学生で、その時に取っていた植物学の授業の教授が大麻の話をしていました

が、筑波山へ行けばこんなものその辺に自生しているよと言われてしまいました。まだあるかどう

かは知りませんが、専門家が言っていたのだから本当に自生していたのでしょうね。日本のものは

そこまで毒性がないという話を聞いた事があります。 
 
長谷川：そうですね、少し種類が違うようです。ここにある作品の大麻は海外の物を参考にしているので、

日本に自生しているものとは違います。ですが、70代以上の方がこれらの作品を見ると、すぐに大
麻だと分かるようで「昔はよくその辺に生えていたのよ」と言われます。土手に行けば生えていた

そうですね。 
 
河西： 大麻は少し調べただけで、世界中の古代文明で薬草として非常に重宝されてきたと出てきますね。

長谷川さんは、人間のその時の価値観で重宝されていた大麻が今は違法になり存在してはいけない

ものになっているという状況に物申したいということではなく、「面白がっている」という態度で

すよね。 
 
山田： 一時期アメリカではアルコールも御法度だったわけですから、そういうことを考えれば禁止薬物も

絶対的なものではないですね。 
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質疑応答 
 
河西： それでは、皆さまから何か質問があればお伺いしますが、まずは私からよろしいでしょうか。私は

ギャラリーとして、長谷川さんの作品を世界に広める立場にあります。山田先生へ伺いたいのです

が、禅がアメリカで広がっていったのは、何がきっかけで受け入れられたのでしょうか？ 
 
山田： こういう現代アートに属するものは文脈が大事なんですよね？　だからこれをどういう文脈に置く

のかが鍵になるんじゃないかなと思います。 
 

「美術手帖」の取材で村上隆さんと対談した時に、彼は、アメリカはよく戦争している国だから、

日本で戦乱が絶えなかった時代の禅を持って行ったら受け入れられるのではないかと思ったと言っ

ていたんです。彼なりの戦略と言いますか、予感でもって禅的なものが受け入れられると感じたの

だと思います。村上さんの場合は戦争ということを鍵概念として出したけれど、それと禅を結びつ

けることには疑問もあります。 
 
そういえば、先ほどお話したサンフランシスコ禅センターでは色々なところにアートが置いてある

のです。後ほどご紹介しますので、その間に他の質問をよければどうぞ。 
 
質問者：では、長谷川さんへ質問なのですが、禅とはそもそも何を伝えているのでしょうか。 
 
長谷川：禅は中国から伝わってきていて、中国で最初に禅を開いたのは達磨大師という人です。日本でダル

マをよく見かけると思いますがあれが達磨大師です。彼は少林寺という寺を開き、禅僧たちは日々

その寺で修行をしていました。その概念を日本に伝える時、中国は全てが漢字なので、意味と音の

２つで伝わりました。 
 

少林寺と聞くとみなさんが思い浮かべるのはカンフーや拳法だと思いますが、カンフーは元々クン

フーと言って、クンフーとは物事を成し遂げるためにかける経験や時間のことを言っています。例

えばすごく精巧に作られた工芸品を見た時、これはクンフーを感じると言ったり、すごく鍛え上げ

られた肉体を見て、あなたはすごくクンフーを積みましたねと言われていたことから、拳法をカン

フーと言うようになりました。 
 
これは音で伝わったので日本では「工夫」と言われています。「工夫」とはクンフーからきている

ので、物事を何か成し遂げた時に工夫して何かを成し遂げるということは、経験や時間を大切にす

るという禅からの流れがあります。音で入ってきた「クンフー」に対して意味として伝わったのは

何かと言うと、これが「修行」と言われています。なので禅の世界では、生活のあらゆる面、機微

に至るまで、工夫して何かをやり遂げるその思いを修行と言い、座禅をするときは精一杯座禅を行

い、作務 をするときは精一杯作務をします。 23

 
生活のあらゆる側面に心を配って、精一杯努力をすることを修行と言い、それが禅の最も大切な基

本的な概念だと思っています。 
 
質問者：面白かったです。ありがとうございました。 
 
山田： 先ほどお伝えした禅センターに置いてあったアートについてご紹介します。折り鶴アートや、小さ

な仏像がある他に、ソ連軍が作ったAK-47 の弾丸を丸く輪っか状に繋げて作ったオブジェが置いて24

あります。長谷川さんのコカコーラの作品などは、そういうコンテキストに置いても受け入れられ

るかと思います。 

23 作務（さむ）：禅寺で、僧が掃除などの労務を行うこと。修行の一つと見なされる。 
 
24 AK-47：ミハイル・カラシニコフが設計し、1949年にソビエト連邦軍が正式採用した自動小銃。実戦の苛酷な使用環境や、戦時下の
劣悪な生産施設での生産可能性を考慮したことで、卓越した信頼性と耐久性、および高い生産性を実現した。この特性から、全世界に
普及し、基本設計から半世紀以上を経た今日においても使用されており『世界で最も多く使われた軍用銃』としてギネス世界記録に登
録されている。 
https://ja.wikipedia.org/wiki/AK-47 
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AK-47の弾丸を使用した作品（撮影：山田奨治） 

 
長谷川：面白いのは、仏像を見ても日本にあるものと比べて顔が違う事です。物によってはガンダーラ彫刻

になっています。 
 
山田： なんでもありです。東洋的なものであれば、一緒くたにして受容しているところはありますよね。 
 
長谷川：これを見ていて思い出しましたが、僕の１年先輩のお坊さんでスイス人の方がいたのですが、その

人は永平寺に来る前はアメリカのニューオーリンズの僧堂にいたそうです。そこの僧堂は元々音楽

スタジオだったところを改築して建てているので、オーティス・レディングのレコードがまだそこ

に置いてあると話してくれました。場所や空間にあまり頓着がないようなところがあるのかも知れ

ないですね。（笑） 
 
河西： 他にご質問ある方はいらっしゃいますか？ 
 
質問者：山田先生へお聞きしたいのですが、アメリカの婦人誌でZENが取り上げられていたというお話でし

たが、当時はZENが最先端の格好いいこととして扱われていたのでしょうか？ 
 
山田： やはり時代性もあって、当時の女性向けメディアはマイノリティです。そういったマイノリティの

中でまず広がっていきました。今でも、禅や仏教はアメリカ文化の中でマイノリティだと思いま

す。マジョリティはやはりキリスト教で、そこから溢れた人たちが仏教などに走っている感じはあ

ります。メインカルチャーの中で虐げられていた人たちの心のアンテナに引っかかっていき、そこ

から広がっていったという流れがあります。 
 

河西： ありがとうございます。他にご質問はありますか？ 
 
質問者：長谷川さんの今回の個展を拝見して、作品のサイズが割と小さめに収まっているなという印象なの

ですが、今後コンセプトを変えずに１メートルを超えるような大きな作品を制作した場合、どう

いったものを作りたいですか？ 
 
長谷川：そうですね。大きいものは作ってみたいと思っていますが、例えばこのコカコーラの作品を作るの

に１ヶ月半程度かけています。もしこれを１メートルを超えるサイズで作るとなると恐らく相当な

時間がかかるので、今はまだ勇気が出ないというところです。（笑）でもどこかで大きい作品も挑

戦したいと思っています。 
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個展『My Sútra』展示風景 

©  Kanji Hasegawa, courtesy KANA KAWANISHI GALLERY 
 

山田： 大きい作品はやはり勇気がいりますよね。 
 
河西： サイズが変わる場合も、モチーフに対して作品を等身大にされますか？ 
 
長谷川：僕は身の回りにあるものをモチーフにして置き換えることで、意味合いが大きく変わることに彫刻

の面白さを見いだしているので、なるべくは等身大で作ろうと考えています。 
 
山田： ある方から現代アートの一つの見方を教わったのですが、その方が言うにはある程度大きな作品を

作っている作家は、やはりそれだけ支えてくれる方がいるということでもあり、作品のサイズは一

つのポイントになるそうですね。 
 
長谷川：それはあると思います。最近は沢山のスタッフを抱えて作品を作ることが主流の一つになっている

ので、そういった大人数のスタッフを抱えて大きな作品を作れる作家はそれだけ世の中に認められ

た人というとこだと思います。 
 
山田： ただし身近で楽しむ作品にはならないでしょうね。家に置けなければ世の中に流行らないですし、

美術館に収蔵されて謂わば日常性から切り離されたような空間に置かれることが、その作品にとっ

てプラスなのかそうではないのかは分かりません。 
 
長谷川：そうですね。僕は身近なところに作品を置いておきたいということもあり、今回の作品程度のサイ

ズで制作しています。 
 
河西： ありがとうございます。それでは、以上でトークイベントを終了とさせていただきます。この後も

クロージングパーティは続きますので、ご自由に作品をご覧いただき、その他ご質問などありまし

たらぜひ山田先生や長谷川さんへお声がけください。本日はどうもありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
文：小林萌子（KANA KAWANISHI ART OFFICE LLC.) 

ウェブアーカイブ：Gwen Zhang（KANA KAWANISHI ART OFFICE LLC.) 
文責：河西香奈（KANA KAWANISHI ART OFFICE LLC.) 
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